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最新動向



宇宙、とは

往古来今これ宙という、四方上下これ宇という
（紀元前2世紀、「淮南子（えなんじ）巻十一 斉俗訓」）

「往古」「来今」
過ぎ去った昔、これから来る現在を含む未来
を含む時間

「四方上下」
前後左右上下の全方向の空間



宇宙、とは

NO BORDER



宇宙、とは

地球規模の課題を捉える視点



地球規模の課題を捉える視点

地球規模の課題を捉える視点

地球規模の課題を解決する技術

これは必要な知識ではないか！



変化する時代・国際課題
 1957年 地球観測年 / スプートニク
 1961年 ガガーリン「地球は青かった」
 1962年 『沈黙の春』
 1963年 ケネディー暗殺
 1969年 アポロ１１号月面着陸/最初のインターネット
 1970年 最初のアースデイ / 大阪万博
 1973年 第一次オイルショック
 1981年 スペースシャトル初飛行
 1985年 オゾンホール発見
 1990年 ハッブル宇宙望遠鏡 / WWW開発
 1986年 チェルノブイリ事故
 1993年 インターネット商用化
 1995年 阪神大震災
 2000年 携帯電話の普及
 2004年 スマトラ島沖地震
 2005年 京都議定書発効 / 地球規模でのCO2削減取組み
 2007年 IPCC第四次報告書/夏の北極開票面積最小
 2011年 東日本大震災
 2012年 iPS細胞ノーベル賞受賞
 2013年 Voyager-1 太陽系脱出
 2016年 VR元年
 2020年 東京オリンピック・パラリンピック
 2026年 リニア新幹線？衛星インターネット？
 2041年 シンギュラリティ―？
 2050年 持続可能な社会実現なるか？

50年前

20年前

10年前

10年後

30年後

25億人

96億人

62億人



アース・ジェネレーション
宇宙から地球を見た初めての世代
地球規模で思考、行動、連携できる初めての
世代

宇宙船地球号
 インターネットでつながった初めての世代
地球環境問題に気づき、持続可能な社会を
模索し始めた世代

スペース・ジェネレーション
宇宙技術を利用して社会課題を解決していく
世代



飛行機の発達
人工衛星による観測
インターネットの普及
携帯電話の普及
WiFiの普及
スマートフォンの普及
人工衛星による観測網
衛星通信網
・
・

センサーネットワーク

一人ひとりがセンサーに

時間距離の変化

観測領域の拡大

同時性の拡大

その時々の技術で、
世界の課題を解決していく

収穫量管理

災害時の緊急連絡



将来課題を解決していくための知識

宇宙空間を利用した情報技術に関する
知識を獲得すること

地球規模の課題と上記の技術の関連
性を知り、将来の課題解決への勘を養
うこと

講義で得た知識をもとに、宇宙開発に
関する現時点での自分なりの考え方を
培うこと



成績評価・課題

講義およびゲスト講義を聞き、最終回
に課題に関する口頭発表を行う。

その他、ゲスト講義時の小レポート及
び質疑応答



課題テーマ

「講義で得た知識を基に、５年後（もし
くは１０年後、１５年後）の生活・環境
に関する課題を予測し、宇宙技術を
利用した解決に関して研究を行い、最
終講義にて口頭発表を行う」
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Olympics

2026

Linear Chuo 

Shinkansen
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Singularity?

Age. 20 Age. 24 Age. 30 Age. 35

社会課題

利用技術

宇宙ステーションの次は？

CO2排出権取引は？



Age. 20 Age. 24 Age. 30 Age. 35

社会課題

利用技術

スマートフォンの普及

東日本大震災

BREXIT

ヨーロッパ移民

準天頂衛星打ち上げ

はやぶさ帰還

VR元年

炭素排出権取引

TPP交渉参加

集団的自衛権

リーマンショック

SPACEX ISS輸送船

スペースシャトル引退

iPad

FACEBOOK

LINE

SNSの普及
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世界は

変化
している



最新の情報



オムニバス講義



各分野の最先端を走っている人からのレクチャー



最新の知識と

課題へのヒントを



オムニバス講義

 9/23 宇宙技術と空間情報（グループ分け、課題発表）

 9/30 人工衛星を利用した空間情報技術 –リモートセンシング, 測位・衛星通信

 10/7 超小型衛星による宇宙開発のパラダイムシフト

 10/14 （ゲスト）「超小型衛星による最新技術動向」 Axelspaceよりゲストスピーカー予定

 10/21 （ゲスト）「宇宙開発産業の国際動向」 ispaceよりゲストスピーカー予定

 11/4 宇宙開発における国際間連携1 –共同衛星開発、共同衛星利用

 11/11 （ゲスト）「宇宙開発における国際間連携2 –宇宙ステーション」 宇宙飛行士山崎直子氏

 11/18 簡易中間発表＋最終発表に向けた発表ツールの利用方法などに関する情報講義

 11/25 人工衛星の運用と制約

 12/2 宇宙開発におけるプロジェクトマネージメント

 12/9 （ゲスト）「宇宙環境問題における国際協力」 Astroscale よりゲストスピーカー予定

 12/16 （ゲスト）「月開発国際レースGoogle lunar Xprize Challenge」 HAKUTO

 1/6 総括・総論

 1/20 最終発表会



第二回：人工衛星を利用した空間情
報技術 – リモートセンシング

・リモートセンシングとは？
・どういったことに使われている？
・日々利用される天気予報
・環境モニタリングへの活用
・REDD+など国際的な取り組み



第二回：人工衛星を利用した空間情
報技術 – リモートセンシング

・出来る事
・教科書に書いてあるけど
現時点で出来ないこと
・今、改善されていること
・どれくらいの画像が、
どのくらいの期間で
どのくらいの精度で撮影できるのか



第二回：人工衛星を利用した空間情
報技術 –測位・衛星通信

・Global Positioning System？
・準天頂衛星？Galileo?

・衛星電話
・AIS?

・災害時通信





第三回：超小型衛星による宇宙開発
のパラダイムシフト

・低価格で短期間で製造できるため
高頻度で打ち上げられる。

だいち 4ﾄﾝ 400億円
6.2m×3.5m×4.0m 

XI-IV 1kg 10cm部品
代300万円



中・大型衛星による宇宙開発の閉塞化

1975        1980       1985       1990      1995      2000    2005

衛
星
重
量
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ン
）

4.0

3.5
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1.5

1.0

0.5

0

静止衛星 その他の衛星

大型化の一途

・1機数百億円の莫大なコスト
・５～10年の長期開発必要
・失敗を許さない超保守設計

・ほとんど国のみが顧客
・広がらない宇宙利用
・技術革新のスピード乏しい

だい
ち
（４ｔ）

かぐ
や
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小型衛星/超小型衛星化
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静止衛星 その他の衛星

大型化の一途

小型衛星

・1機数百億円の莫大なコスト
・５～10年の長期開発必要
・失敗を許さない超保守設計

・ほとんど国のみが顧客
・広がらない宇宙利用
・技術革新のスピードなし

まだ利用者
は「国」規模

超
小
型
衛
星

50kg

以下



第三回：超小型衛星による宇宙開発
のパラダイムシフト

１国に１機
↓

１企業に１機
↓

(将来) １団体1個人に一台？？

・教育ツールとして小型衛星が
宇宙開発途上国でも利用されてきて
いる（ベトナムODAでの実施など）

だいち 4ﾄﾝ 400億円
6.2m×3.5m×4.0m 

XI-IV 1kg 10cm部品
代300万円



For the practical use

33

Nano-JASMINE project

Size 50[cm cubic]

Mass 30[kg]

Control 3axis

COM S-band 100[kbps]

Mission Life 2[year]

Space Science Mission

almost the same performance 

as  HIPPARCOS (1989).

“making the star map”

As technologies mature,

practical Nano/Micro-Satellite appear.

MIC regional Seeminar in the 

University of Nairobi
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http://axelspace.com

Monitoring the Ice in the 

Arctic Ocean

Plan to launch in 2011

WNI-SATVenture Company  Axel Space

©Axel Space Inc.

For the practical use

©Axel Space Inc.

©Axel Space Inc.



第四回： 「超小型衛星による最新技
術動向」 Axelspaceよりゲストスピー
カー予定

・大学発ベンチャー表彰2016

経済産業大臣賞受賞
・小型リモートセンシング衛星の
開発、運用を事業化
・JAXAから初めて、
衛星の開発・運用のすべてを受注
・シリーズA投資ラウンドで
総額19億円の資金調達を完了







第五回：「宇宙開発産業の国際動向」
ispaceより袴田さんを予定

・ispace/HAKUTO代表
・内閣府宇宙戦略室と
共催で、日本及び世界
の宇宙ベンチャー企業
家を中心にしたカンファ
レンスSPACETIDE企
画委員



NASAから民間に発注する時代とっくに来ている







SPACE TIDE



第六回：宇宙開発における国際間連
携1 –共同衛星開発、共同衛星利用

・各国の衛星をシェアする？
Disaster Monitoring Constellation

ネットワーク？
・衛星開発を通じた国際連携？
日本における共同衛星開発・利用。
DIWATA-1。約8億円の開発費（2号
機を含む）をフィリピン政府が負担し、
フィリピン人留学生たちも参加して、
北大や東北大で開発。
その他、ベトナムODAによる衛星開
発支援。



第七回：「宇宙開発における国際間連
携2 –宇宙ステーション他」 元JAXA 

宇宙飛行士山崎直子さん予定

・元JAXA宇宙飛行士
・宇宙政策委員会委員
（2012年7月 - ）





第九回：人工衛星の運用と制約

・JAXA相模原、もしくは東
京大学の衛星運用セン
ターの見学
・人工衛星の運用の時間
的制約
・一日に通信できる回数
・一日に観測できる場所



第十回：宇宙開発におけるプロジェク
トマネージメント

・人工衛星の開発工程とは？
・ミッション設計～打ち上げ・運用の流れ
・プロジェクトの最初から最後までどの位の時間がかかる？
・PCDAサイクル



第十一回：「宇宙環境問題における国
際協力」 Astroscale より伊藤さんを
予定

・株式会社アストロスケール
日本法人代表取締役
・宇宙ゴミ（スペースデブリ）の
除去技術を開発するスタート
アップ
・シリーズBラウンド約39.4億円
を調達





第十二回：「月開発国際レース
Google lunar Xprize Challenge」
HAKUTOよりゲストスピーカー予定

・月面探査ローバーの開発を
行うスタートアップチーム
・民間資本による月面開発
レースGoogle Lunar Xprize

中間賞受賞
・au×HAKUTO Moon

Challengeを展開
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 Googleがスポンサーとなり、XPRIZE財団によって運営される、民間組織に

よる月面ロボット探査を競う総額3,000万ドルの国際賞金レース「Google 

Lunar XPRIZE」

月を舞台にした国際レース Google Lunar XPRIZE
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次回

人工衛星を利用した空間情報技術 –

リモートセンシング・測位・衛星通信


